
漏水診断調査概要

ラドコンスーパー8

透明弱臭気あり

カルシュームイオン液

10

101℃以上

［2色の調査液が混合すると以下の状況で流出が確認される。］

調 査 日 程 ： 　内装解体・撤去及び漏水部確認、外部目視調査（1日） ※1.　補修工事  原因確認後補修内容
　調査液注入試験調査用、調査管（ポスト）設置（1日） 　　　検討の上別途、打合せ。
　調査液注入試験調査・調査液補充、室内漏水箇所確認（3日） ※2.　漏水確認箇所1箇所に対して上記
　調査管撤去（1日） 　　　の日数がかかります。
　報告書作成　　　　 調査完了後　1〜２週間 ※3.　室内解体後、漏水部確認の状況に

　　　より調査日数・内様の変更があり
作 業 行 程　：　以下のタイムテーブルで調査を進行します。 　　　ます。

　※作業進行状況により若干時間が前後する事がある
　　 ので、その際は御協力下さい。

漏水箇所確認（30分程度）
撤去・清掃

外部作業内容 調査液注入・補充 調査液注入・補充

撤去・清掃
外部作業内容 調査管撤去・清掃 調査管撤去・清掃

［調査液］

室内作業内容 漏水箇所確認（30分程度）
昼食

撤去・清掃
外部作業内容 外部目視調査 調査管設置

室内作業内容 内装解体・漏水箇所確認
昼食

漏水箇所水受け養生設置

出来る。

［調査法］ 不具合部に調査管を設置して調査液を注入し漏水試験を

［特　徴］ ラドコンスーパー8は乾燥後結晶化するため目視確認が

実施する。調査液を静水圧で注入し、既存漏水箇所及び

外部不具合箇所への調査液流出、結晶体の析出、臭気に

よる目視確認を行い、雨水浸入経路を再現する。

製品名

特性

成分

PH

引火点

容易に出来る。又、弱臭気があるため手で接触し、臭気

を判断することにより雨水の浸入経路を割り出すことが

室内作業内容 漏水箇所確認（30分程度）
昼食

漏水箇所清掃作業

漏水調査診断方法

ラドコンスーパー8 調 査 管

静水圧調査液注入試験法・製品概要

既存防水層の切れ等を確認する為、
シンダー伸縮目地上に調査管を設置

外壁タイル浮き箇所等に設置

調査管 参 考 図

※各作業状況が解りやすい様に図面を展開しています。

漏水箇所（ダメ穴）

青色調査液の流出を確認

青色

赤色

黄色

不具合箇所に設置された調査管より注入された調査液は雨水浸入
経路を伝わり漏水部へと到達し、流出した調査液の色によって雨水
浸入原因箇所を判明させる。

赤色

青色

黄色

青色

黄色

赤色

紫　色

緑　色

橙　色

参考写真

静水圧調査液注入試験調査状況写真

1日目

2～5日目

9：00

9：00

12：00 13：00

12：00 13：00

17：00

17：00

16：00

16：00

6日目

9：00 12：00 13：00 17：0016：00
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漏水診断調査概要

【　Ⅱ　静水圧調査液注入試験調査（ポスト工法）　】

外部目視調査による漏水原因と予測される不具合箇所に調査管を設置固定後、 漏水調査液を注入し2日〜7日間以上放置させ、
漏水箇所及び外部不具合箇所への調査液流出、結晶体の析出、臭気による目視確認を行い、雨水浸入状況を再現する。
※外部不具合箇所に注入した調査液は結晶化するので雨水浸入状況が目視できます。

1 調査管を再剥離型シーリング剤で固定。

2 液洩れを防止の為、既存シーリング不具合部・亀裂等をシ−リング処理する。

3 漏水調査液を調査管内部に注入する。

4 注入後24時間〜48時間以上放置する。

※　12時間間隔で調査液の補充を行うと共に室内漏水箇所の確認も同時に

　　　行う。

5 48時間以上経過後、室内への流出を確認して調査管等の撤去を行う。

静水圧調査液注入試験調査（ポスト工法）作業状況

静水圧調査液注入試験調査状況

静水圧調査液注入試験調査は様々な不具合箇所において、調査管の設置が行えます。

参考写真

調査管設置状況参考写真
赤色調査液 青色調査液 黄色調査液 白色調査液

漏水診断調査例

参 考 図

各不具合箇所に調査管を設置する

調査液の注入

タイル目地隙間等、下地に空隙箇所がある
場合はその不具合部に調査液が流出後、
析出しエフロレッセンスの様な形で目視によ
り確認することができる。

赤色調査液析出状況

室内流出状況写真 室内流出状況写真 天井亀裂、床打継ぎ等の漏水箇所において色
により雨水浸入箇所の特定ができる。

天井亀裂箇所流出例
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